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v 藤川賢（2015）福島原発事故による避難住民の生活と地域再生への方向性 −浪江町による住民アンケート（2012年6













（%） 集計日 出典 
田村市 
旧避難指示解除準備区域 




2016/ 6/14 298 85 28.5 2018/ 3/ 4
https://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201803/20180304_
63039.html  
樽葉町 2015/ 9/ 5 6,996 3,560 50.9 2018/10/31 http://www.town.naraha.lg.jp/information/info/001469.ht
ml  
葛尾町 2016/ 6/12 1,425 261 18.3 2018/11/ 1 https://www.katsurao.org/soshiki/2/hinan20181101.html  
南相馬市 小高地区 2016/ 7/12 7,750 2,915 37.6 2018/10/31 http://www.city.minamisoma.lg.jp/index.cfm/10,35266,c,html/35266/20181108-160515.pdf   
浪江町 2017/ 3/31 17,699 853 4.8 2018/10/31 https://www.town.namie.fukushima.jp 
飯館村 2017/ 3/31 5,714 937 16.4 2018/11/ 1 http://www.vill.iitate.fukushima.jp/uploaded/attachment/8135.pdf  
川俣町 2017/ 3/31 875 326 37.3 2018/11/ 1 http://www.town.kawamata.lg.jp/site/sinsai-saigai/yamakiyatikukyojyuujyoukyou.html  
富岡町 2017/ 4/ 1 13,132 791 6.0 2018/10/ 1 http://www.tomioka-town.jp/oshirase/machi/2029.html  





































                                                          
viii 環境省福島環境再生事務所・環境省（2014）家のそばの森はどうやって除染するの？〜森林除染について〜. 環境省. 
ix 半澤隆宏（2013）認識や理解の「ズレ」が除染を妨げている!? 〜除染は, 科学的だけではできない, 人の心にも働き
かけを〜. 保健物理, 48, 67-72. 
x 片岡直喜（2015）放射能汚染と「人間」「空間」「時間」−川内村における除染の取り組み−. 除本理史・渡辺淑彦編『原
発災害はなぜ不均等な復興をもたらすのか』, ミネルヴァ書房. 
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との関係性をこのような状況になることで強く認識したのかも知れない。 
帰還困難区域の、放置されている耕作地やそれに繋がるいわゆる里山がどの
ような状況になっているかを、今回の実習でも見に行った。履修生達は現状の
ワイルドさに驚かされていた。人がいなくなった村や里山の光景の記憶が関心
を持続させるものであって欲しいし、自分たちがこれを抱え込んだ日本に住ん
でいるということも考え続けてもらいたいと思う。 
 
 「デザイン学」への問い 
+ 政策の可逆性を、制度的に保全するにはどんな仕組みを作ればよいの
だろうか。 
